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 出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名する事。

＜連絡事項＞

· 峰田　満男様～夜間睡眠状態の不安定さがあるため、精神神経用剤が6/27の就　　

寝前から7日分継続処方になっています。本日胸部レントゲン写真を施行し、異常がないとの所見でした。

・坪　邦俊様～　易怒性や興奮状態が軽減傾向です。現在服用している精神神経用剤が6/27夕から7日分臨時継続処方になっています。引き続き、精神状態と夜間の睡眠状態の観察を行っていきましょう。

・田中　豊三様～現在服用している整腸剤と漢方薬の臨時処方がなくなったため、6/27夕から7日分臨時継続処方になっており、以後、定期処方に変更する予定になっています。本日、１日排便みられないため、主治医報告し、指示にてグリセリン浣腸120ml処方となり、実施しています。引き続き、排便状況の観察と水分補給と腹部マッサージを適宜、行っていきましょう。

・松浦佐恵子様～ヒューマカートＲ１本と緩下剤が、本日から６日分臨時継続処方になり、以後、定期処方に変更する予定になっています。低血糖症状に注意して観察していきましょう。

・長根　斑男様～本日、ぼんやりとされていますが、声かけに返答聞かれ、食事・服　　　　　　　　　　　　薬は介助にて行っています。午後より、体動の活発さ、唸ることや、オートドアの扉を叩くことあり、介入に手を払いのける事がみられています。主治医に報告し、今後も突発的に不穏状態が予測されることから、本日、東Ａユニットに転出になっています。

・北山　和子様～ハロマンス(50)１Ａ筋注の指示受けをしています。実施日は6/29　になっています。精神症状の観察をして行きましょう。

・鈴木　サダ様～御家族より青風荘への入所希望しています。今後、御家族と主治医とで面談し、入所の申し込みをしていく方向です。

＜痴呆・高齢者の残存機能を引き出すケア＞の勉強会

　事例１　夜になるウロウロし始めて、眠ろうとしないＡさん。

　よいケア　　「お茶でも飲みましょう」

　　　１　午後11時、Ａさんは廊下をウロウロと歩いている。

　　　２　「お茶でも飲みましょう」と静かな口調で寝床に誘導する。

　　　３　温かい番茶を勧め、部屋に飾ってあるＡさんの若い頃の写真に目を向け話を始める。

　　　４　しばらく回想に浸ったＡさんは落ち着きを取り戻し、「ありがとう」と空になった湯飲み茶碗を介護者に返し、床に横になる。リラックスし、安心して眠りにつけるようにする。

　　　結果　　介護者と穏やかな少しの会話で毎晩、定刻に眠れるようになった。

悪いケア　　「もう遅いから寝てください」

　　１　午後11時、Ａさんは廊下をウロウロと歩いている。「もう遅いから寝てください」と言って、寝床に強引に連れ戻し、電気を消す。

　　２　しばらくすると、Ａさんは再び廊下をウロウロと歩いている。

　　３　「まだ起きているの。いい加減に寝て下さい」いつまでも寝ないＡさんに

　　　　介護者はいら立ち、次第に口調が荒くなる。

　　４　Ａさんも介護者も緊張のあまり一睡もできず、朝を迎える。

　　　結果　　Ａさんのリズムは昼夜逆転となる。

　ケアのポイント

　　　　照明、室温、物音などに十分配慮し、落ち着いた気持ちで睡眠を誘うような環境をつくる。

事例２　トイレットペーパーを部屋に持ち帰るＡさん

よいケア　　「収集癖は寂しさから」

　１　部屋にはいつもトイレから持ち帰ったトイレットペーパーが数個ある。介護者はそれを特に問題とせず、とがめずそのままにしていた。

　２　日々の生活に充実感を持ってもらうため、また、寂しさを和らぐために新聞を一緒に読み、歌をうたい、炊事を介護者と共に行った。

　３　介護者はこのことを一ヶ月毎日続けた。

　４　介護者との会話も増え、トイレットペーパーを持ち帰ることはなくなった。

　結果　　トイレットペーパーを差し出しても「部屋にありますから」と持ち帰る事をせず、収集癖はなくなった。

悪いケア　　「盗っちゃダメでしょう！」

　　１　Ａさんは、トイレに行くと必ずトイレットペーパーを服の中に入れ、部屋に持ち帰る。

　　２　それを見つけた介護者は「ダメでしょう！」と叱り、トイレットペーパーを元の位置に戻すよう指示する。

　　３　部屋を見ると、またトイレットペーパーが数個置いてある。介護者は声を荒げて「何度言ったらわかるの。これはあなたの物じゃないでしょ」と言って、持ち帰ろうとする。

　　　４　トイレットペーパーを自分の物だと思っているＡさんは「勝手に持って行くな」と介護者に怒り出す。無理やり取り上げられたことで、感情的になってしまう。

　　　結果　　収集癖に、大声、暴言が問題行動として加わった。　

　ケアのポイント

　　　　　無理に取り上げたり、叱ったりせず、容認して気づかれないように元にもどしておく。

　　







